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１ 学校評価のねらい （学校としての受け止め）

本校の教育活動その他の学校運営について、その達成状況を整理して取組の適切
さを検証することにより、今後の組織的・継続的な改善を図る。また、学校運営協
議会委員や保護者等から教育活動その他の学校運営に対する理解と参画を得て、信
頼される学校づくりを進める。

２ 評価の方法 （自己評価・学校関係者評価・第三者評価の別、回数、方法等）

（１）全教職員から教育活動その他の学校運営に対して年１回評価を実施する。
①教育課程の編成・実施に関する評価。
②教育課程の編成と実施を支える条件。

（２）学校関係者（学校運営協議会委員）から教育活動その他の学校運営に対して
年１回評価を実施する。
①教育活動の状況や学校からの情報提供に関する評価。
②教育環境の状況に関する評価。

（３）全保護者から教育活動その他の学校運営に対して年１回、評価を実施する。
①教育活動の状況や学校からの情報提供、家庭との連携に関する評価。
②家庭環境の状況に関する評価。

（４）全児童から学校教育目標への具体的な取組について年３回、自己評価する。

３ 評価の結果

（１）主な指標の変化
学校運営協議会委員への調査では、全ての項目が３以上であった。
児童への調査では、「学校が楽しい」が９８．０％と評価しており、前年調査よ

り４％増えている。また、本年度の重点課題であった、「地域であいさつをしてい
る」が９８％（前年度９４％）、「無言清掃をしている」９３％（前年度８０％）
であり、取組の成果が見られた。
保護者への調査では、全２０項目中１５項目で９０％以上の評価を得ている。

特に「教育環境が安全で、校舎や花壇、校庭などが清掃、整備している」が１０
０％であり児童が落ち着いて学習環境を評価していただいている。９０％に届か
なかった５項目は、「お子さんは授業がわかりやすいといっている」で８８．２％、
（前年度９０．１％）「家庭で読書や家庭学習をしている」で７７．５％（８２．
６％）、「家庭で６つの誓いの実践をしている」で８２．７％（前年度９３．２％）、
「家庭でも、夢を持ちまごころと思いやりのある児童の育成に努めている」で８
８．４％（前年度８６．６％）「家庭でも、安心ふっかネットを活用に努めている」
８８．４％（８３．６％）であった。



（２）学校教育目標の具現化に向けた指標
学校教育目標の具現化に向け、本校で取り組んでいる教育活動や学校運営は概

ね高い評価を得られており、学習にも前向きに取り組み、児童も楽しい学校生活
を送っている。
本年度より、児童に学校教育目標「かしこく なかよく たくましく」の具現

化に向けた２２の取組についてアンケート調査を始めた。２２の項目中全ての項
目が２回目の調査で９０％以上の評価を得た。児童にとって、具体的な内容であ
るので来年度も継続して取り組んでいく。

（３）学校研究課題の具現化に向けた指標
４ 次年度に向けての展望

○「学校生活が楽しい」児童が約９８％いるが、２％の児童が楽しいに変容するよ
う取り組む。次年度は１００％を目指す。

○「家庭で読書や家庭学習をしている」保護者の評価が７７．５％である。特に家
庭学習については、担任が個別にていねいな評価をするとともに、家庭学習の手
引きの周知、良い内容のノートの掲示などの取組を行い、更に保護者からも高評
価を得るよう啓発し連携を図っていく。次年度は、８５％を目指す。
○本校の特色ある教育活動として、八基が生誕の地である「渋沢栄一翁の精神を学
習活動に活かす」ことが挙げられる。６つの誓いの推進を教職員９６．６％を１
００％に、保護者８２．７％を９０％以上にすることを指標とする。また、八基
公民館や渋沢栄一記念館等の連携を更に強化して、くすのき祭り（学習発表の場）
の充実を図っていく。

来年度も、児童の学力向上、生きる力の育成に向け、全教職員で取り組んでい
く。また、学校評価で課題となっている事項を踏まえ、学校運営並びに教育活動
の推進を図っていく。


